
祐
天
伝
の
諸
本
と
成
立
に

つ
い
て
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北
 

城
 

伸
 

子

 

は
じ
め
に

 

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
一
】
）
、
下
総
国
羽
生
村
で
浄
土
僧
・
祐
天

が
累
を
済
度
し
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ク
累
説
話
ガ
は
、
近
世
を

通
じ
て
広
く
語
り
継
が
れ
、
様
々
な
文
芸
作
品

へ
と
取
り
入
れ
ら
 

(
1〕
 

れ
た
。
ま
た
、
こ
e
時
怨
霊
を
解
脱

へ
と
導
い
た
祐
天
は
、
稀
米

の
名
僧
と
し
て
江
戸
市
中
か
ら
絶
大
な
支
持
を
受
け
た
と
い
う
。
 

服
部
幸
雄
氏
は
、
こ
う
し
た
累
説
話
が
長
き
に
わ
た
り
好
ま
れ

つ
づ
け
た
理
由
と
し
て
、
説
話
の
底
流
に
あ
る
因
果
律
が
、
江
戸
 

(
3)
 

人
の
宗
教
感
覚
と
深
く
つ
な
が
っ

て
い
た
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
 

同
時
に
氏
は
、
芸
能
作
品
の
一
流
を
な
し
た

〈累
も
の
〉
の
原
拠

と
し
て
元
禄
三
年
（

一
六
九
〇
）
刊
『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
』
（
以

下

『解
脱
物
語
」
と
略
記
）
を
指
摘
、
加
え
て
こ
の
作
品
の
主
題
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

こ
の
書
物
の
内
容
ー
そ
の
テ
ー
マ
と
な
る
も
の
は
、
要
す
る

に

『祐
天
上
人

一
代
記
』
 の

一
前
と
し
て
展
開
す
る
浄
土
教

布
教
の
た
め
の
説
教
諏
に
他
な
ら
な
い
。
名
主
と
累
の
死
霊

と
の
対
話
、
死
霊
の
要
求
す
る
念
仏
興
行
や
石
塔
建
立
等
々
、
 

い
ず
れ
を
と
っ
て
み
て
も
、
実
に
詳
細
を
極
め
た
浄
土
教
教
 

(
4
)
 

義
の
啓
蒙
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。
 

一
方
堤
邦
彦
氏
も
、
近
年
累
説
話
の
発
生
源
に
つ
い
て

「累
伝

説
は
当
初
か
ら
独
立
し
た
一
篇
の
奇
談
と
し
て
生
成
・
筆
録
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
く
、
祐
天
一
代
記
の
ー
コ
マ
に
諒
，
さ
れ
た
教
化

諏
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
う

し
た
指
摘
か
ら
す
れ
ば
、

「解
脱
物
語
』
 の
成
立
源
は
浄

土
教
布

教
の
た
め
に
編
ま
れ
た
祐
天
一
代
記
に
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
さ

ら
に
ま
た
『
解
脱
物
語
」
 の
主
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
 

一
代
記
に
遡
っ
て
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
 



と
に
な
る
だ
ろ
、っ
。
 

右
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
郡
司
由
紀
子
氏
が
全
国
に
四
散
し
た
 

(6
)
(

7
)
 

祐
天
の

一
代
記
を
調
査
、
系
統
付
け
ら
れ
た
の
は
評
価
に
値
す
る
。
 

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
現
在
こ

e
調
査
は
継
続
さ
れ
欧
●
ら
ず
、
 

新
た
な
資
料
に
関
す
る
報
告
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
新
た
に
調
査
し
た
資
料
に

つ

い
て
紹
介
し
、
分
類
を
試
み
た
い
と
思
う
。
さ
ら
に
祐
天

一
代
記

の
成
立
源
に
遡
っ
て
考
察
を
加
え
、
累
説
話
と
の
相
互
関
係
に

つ

い
て
再
考
し
て
み
た
い
。
江
戸
の
人
々
に
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
た

僧
侶
の
伝
記
は
、

い
か
に
し
て
成
立
し
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
累
を
愛
し
続
け
た
当
時
の
人
々
が
抱
い
た

宗
教
意
識
を
考
え
る
う
え
で
も
、
決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
 

、つ
。
 

一
 

す
師
羊
郡
司
氏
は
、
祐
天
の
一
代
記
を
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ

 

て
い
る
。
 

【
郡
司
氏
の
分
類
】
 

I
漢
文
体
の
伝
記

 

且
実
録
と
し
て
流
布
し
て
い
た
と
さ
れ
る
も
の

 

皿
講
釈
の
筆
録
  

W
読
本
と
し
て
脚
色
さ
れ
た
も
の
 

V
霊
験
諏
の
集
成
 

M
そ
の
他

 

こ
の
分
類
に
基
づ
き
、
新
た
に
調
査
し
た
資
料
を
列
挙
す
る
と

 

次
の
よ
う
に
な
る
。
同
一
の
書
名
が
多
い
の
で
、
請
求
記
号
を
付

 

す
こ
と
に
し
た
。
 

I
漢
文
体
の

一
代
記

 

①
『
祐
天
大
僧
正
博
」
（
享和
二
年
刊
・
一
冊
・
恵
頓
著
、仏
教
大

 

学
図
書
館
・
二
五
四
ー
六
二
）
 

E
実
録
と
し
て
流
布
し
て
い
た
と
さ
れ
る
も
の

 

②
『
祐
天
大
僧
正
御
博
記
』
（
文化
十
二
年
写
・
一
冊
（
二
冊
目
以

 

降
欠
）
・
仏
教
大
学
図
書
館
・
宗
書
一
八
一
）
 

③
『
祐
天
大
僧
正
御
博
記
」
（
明
治
十
八年
写
・
十
六巻
六
冊
・
大

 

谷
大
学
図
書
館
林
山
文
庫
・
宗
大
一
〇
六
二
九
）
 

④
『
祐
天
上
人
御
責
停
記
」
（
『西
行
法
師
一
代
記
」
と
合
刻
・
一

 

冊
・
大
谷
大
学
図
書
館
楠
丘
文庫
・
除
洋
八
〇
八
一
）
 

国
類
似
し
た
序
文
を
も
つ
も
の

 

⑤
『
祐
天

一
代
記
』
（
写
・十
巻
五
冊
・
仏
教
大
学
図
書
館
・
宗
書

 

六
〇
三
）
 

⑥
『
祐
天
大
僧
正
御
一
代
記
』
（
写
・
十
六
巻
五
冊
・仏
教
大
学
図

 

書
館
・
二
五
四
ー
六
四
）
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⑦
『
祐
天
大

僧
正
御
停
記
』
（
慶
応
」
犀
写
二
一
番
三
冊

・
後
小
路

薫
氏
蔵
）
 

⑧
『
祐
天
大

僧
正
御
停
記
」
（
写
・
十
巻
三
冊
・
架
蔵
）
 

同
部
分
的
に

抜
書
し

た
も
の

 

⑨
『

江
戸
増
上
寺
三
拾
六
世

大
僧
正
祐
天
博
記

抜
書
』
（
写
・

一
冊
・
架
蔵）
 

W
読
本
と
し

て
脚
色
さ
れ

た
も
の

 

⑩
『
祐
天
上
人

一
代
記
』
（
享
和
四
年
刊
・
六
巻
六
冊
・
後
小
路
薫

氏
蔵
）
 

⑩
『
祐
天
上
人

一
代
記
」
（
享
和
四
年
刊
・
二
冊

（
三
巻目
以
降

欠
）
・
仏
教
大
学
図
書
館
・
宗
書
一
六
二
）
 

⑩
『
祐
天
上
人

一
代
記
』
（
刊
年
不
明
・
一
冊
 
大
谷
大
学
図
書
館

林
山
文
庫
・
宗
大
一
一
〇
〇
六
）
 

V
霊
験
諏
の
集
成

 

⑩
『

祐
天
大

僧
正

利
益
記

』
（
九
州
大
学
松
涛
文
庫
・
第
四
部
A
 

四
・
八
五
）
 

⑩
『
祐
天
大

僧
正
利
益
記
』
（
文
化
五
年刊
・
祐
海
著
・
祐
全
補
・

三
冊
ー
大
谷
大
学
図
書
館
・
内
宗
大
四
四
三
、
大
谷
大
学
林
山
文

庫
・
宗
大
一
〇
六
三
八
、仏
教
大
学
図
書
館
・
二
五
四
ー
一
一
九
、
 

仏
教
大
学
図
書
館
・
宗
書

一
六
三
、
仏
教
大
学
図
書
館
極
楽
寺
文

庫
六
〇
四
、
仏
教
大
学
図
書
館
天
性
寺
文
庫
二
八
三
（
た
だ
し
副
  

本
と
し
て
中

・
下
各
二
冊
）
、写
本
三
冊
仏
教
大
学
図
書
館
・
二
五
 

恥
 

四
ー
六
三
）
 

M
そ
の
他

 

同
寺
院
か
ら

刊
行
さ
れ

た
略
縁
起

 

⑩
『

日
本
神
仏
加
護
由
来
大
数

珠
略
記
」
（
天
保
四
年
刊
・
法
蔵

 

寺
版
・
一
冊

・
大
谷
大
学
図書
館
楠
丘
文
庫
・
除
大
七
六
五
四
）
 

⑩
『
祐
天
大

僧
正
極
略

縁
記
』

（都
立
中
央
図
書
館
蜂
屋
文
庫
『
縁

 

起
叢
書
」
第
七
冊
之
一
五
、
「
略縁
起
集
成
」
第
一
巻
所
収
）
 

⑩
『
羽
生
村
か

さ
弥
井
助
得
脱
略

縁
起
』
（
国立
国
会
図
書
館
「
諸

 

国
寺
社
諸
縁
起
」
第
一
〇
冊
之
一
三
、
『
略縁
起
集
成
」
四
巻
所
収
）
 

⑧
そ
の
他

 

⑩
『
か

さ
ね
物
語
』
（
写
・
一
冊
・
架
蔵
）
 

I
①
に
は
享
和
二
年

の
刊
記
が

あ
る
。
『
国
書
総
目
録

』
 に
は

享
和
二
年

刊
と
し

て
内
閣
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵

部
、
大
正
大
学
本

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
文
の
異
同
か

ら
、
大
正
大
学
本

と
内
閣
文

庫

A
本
を
含
む
版
本
ァ
、

宮
内
庁
書
陵

卿
体
と
内

閣
文
庫

B
本
を

含
む
版
本
イ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ

る
。
版
本

ア
の
グ
ル
ー
プ

は
、
十
二
丁
表

九
行
目
を
「

薩
藩
浄
岸
」
と
す

る
の
に
対
し
、

イ

の
グ
ル
ー
プ
は

「
薩
藩
浄
巌
」
と
す

る
。
ま
た
十
七
丁
裏

三
行
目

を
ア
で
は
 
「七
月
九

日
」
と
す

る
と

こ
ろ
、

イ
の
グ

ル
ー
プ
は

 



「
七月
六
日
」
と
す
る
。
①
は
こ
の
ニ
ケ
所
の
表
記
が
ア
と
同
じ

な
の
で
、
版
本
ア
の
系
統
に
属
す
る
。
 

且
は
活
字
版
と
し
て
、
昭
和
三
年
刊
に
早
稲
田
大
学
出
版
部
か

ら
刊
行
さ
れ
た
『
祐
天
上
人
』
（
『
近
世
実録
全
書
」
八
所
収
）
が
あ

る
。
こ
の
且
系
統
は
実
録
体
小
説
と
い
う
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
実
録
が
 
「
時
の
好
み
に
応
じ

て
虚
構
を
加
え
、
増
大
し

て

種
々
の
異
名
・
異
本
を
生
む
」
と
い
う
特
質
を
持
つ
の
に
対
晒

五
の
諸
本
間
で
は
そ
れ
ほ
ど
説
話
数
に
増
減
が
な
い
。
そ
こ
か
ら

考
え
れ
ば
、
実
録
と
は
異
な
る
受
容
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
う
ち
同
は

い
ず
れ
も
、
宝
暦
十
三
年
に
江
戸
麻
布

三
谷
山
正
善
寺
に
お
い
て
令
導
和
尚
が
語
っ
た
説
法
の
聞
書
で
あ

る
、
と
断
る
序
文
を
も
つ
。
一
方
、
⑥
は
国
を
部
分
的
に
抜
き
書

き
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
る
の
は

「祐
天
雲
天
寺

に
て
説
法
繁
盛
の
事
」
「水
藩
深
谷
源
左
衛
門
妻
病
死
遺
言
の
事
」
 

「儒
者
窪
田
伊
織
と
問
答

の
事
」
「
山
田
に
て
念
悌
を
弘
め
給
ふ

事
」
の
段
の
み
で
あ
り
、
国
の
説
話
数
の
半
数
に
も
満
た
な
い
。
 

国
が
ど
の
よ
う
な
必
要
に
応
じ
て
抜
書
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
 

且
が
そ
の
後
皿
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
か
ら
す
る
と
、
講
釈
師

が
高
座
に
手
控
え
と
し
て
持
参
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

 

い
 。

 W
は
且
に
よ
っ
て
さ
ら
に
荒
唐
無
稽
化
し
た
読
本
で
あ
る
。
⑩
  

の
刊
記
は

「
弘化
三
年
丙
午
正
月
吉
日
心
斎
橋
通
唐
物
町
 
河
内

屋
太
助
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ
と
の
刊
記
と
港
沫
広
告
が
享
和

四
年
本

（成
田
図
書
館
所
蔵
本
）
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
す

れ
ば
、
⑩
は
享
和
四
年
本
の
後
刷
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に

享
和
三
年
版
『
祐
天
上
人

一
代
記
』
と
享
和
四
年
版
『
祐
天
上
人

御
一
代
記
図
会
』
 が
同
じ
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
 

(
 
1
3
 

〕
 

え
合
わ
せ
る
と
、
『祐
天
上
人
一
代
記
」
 は
享
和
三
年
、

四
年
に

次
い
で
弘
化
三
年
ま
で
版
が
重
ね
ら
た
こ
と
に
な
り
、
比
較
的
読

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑩
は
三
巻
目
以
降
が
欠
損
し
て
い

る
た
め
、
⑩
は
刊
末
広
告
や
刊
記
は
付
さ
れ
な
い
た
め
、
刊
年
は

わ
か
ら
な
い
。
 

V
は
霊
験
諏
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
⑩
は
版
本
と
し
て
か
な

り
流
布
し
た
よ
う
だ
が
、
⑩
は
九
州
大
学
の
み
に
残
る
写
本
で
あ

る
。
⑩
の
内
容
は
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
祐
天
大
僧
正
御
化
益
 

(
 
1
4
 

)
 

日
記
』
（
以
下
『
御
化
益
日
記
』
）
と
一
部
重
な
る
。
霊
験
諏
と
い

っ
て
も
治
病
諏
な
ど
の
現
世
利
益
的
な
も
の
で
は
な
く
、
祐
天
の

言
葉
に
よ
っ
て
信
者
の
精
神
態
度
が
改
め
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
内

容
で
全
体
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
重
複
す
る
箇
所
を
ま
と
め
る
と
、
 

〈表
ー
〉
に
な
る
。
 

表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
⑩
に
あ
る
記
事
は
す
べ
て
『
御
化

益
日
記
』
 に
含
ま
れ
る
。
逆
に

『御
化
益
日
記
』
 に
あ
っ
て
、
⑩
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〈
表ー
〉
 

8 7 6 5 4 3 2 1 
1114- ‘左“ 話オ ノへ へ へ へ ノへ ~ー、 -4ー 
pPJ 禦嬰寺儒某武喜近念

 

グI イコ 有P m ニ， ノ、 」一 ＝ ml 官 
1． 早一14一 Iエ」 伯 ー、 」一 ナャ 白 二亡

 

難議難1 
事費車駿琶ー畢号製事 

vノ ．」L Iレ 、一、~ Iレ

 

重 1・ Iし Iし

 

てオf にの の 
1り 事 事 

~ 、~ 

十十八七六三二―
五 ウ ウ ウ オ ウ ウ オ

 

オ l l l l l l l 
l十十八七六三二
十五 ウ ウ ウ オ ウ ウ
六オ
オ 

尋 
脊 

I 
表 

三六六五五五三二

 

十十十十十十十十
五三ー二 オ 六二 ウ

 

ウ ウ オ ウ I ウ ウ l 
l l l 五 l l 二

 

六六五十五三十
十十十一十十四
九 ニ 三 オ 九三 ウ

 

オ ウ オ オ ウ

 

一，大
御谷
化本

 

普 
記 L一

 

丁 
数 

※
（
 
）
は
、
内
容
か
ら
筆

者
が
付
し

た
。
 

保
四
年
に
、
累
と
助
の
菩
提
寺
で
あ
る
法
蔵
寺
か
ら
刊
行

さ
れ
た
。
祐
天
が
累
を
済
度
し
た
際
に
使
用
し
た
大
数
珠

の
由
来
を
説

く
。
国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
『
開

帳
免
許

帳
』
 に
は
宝
暦
元
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
、
『武
江
年
表
』
 

に
は
天
保
四
年
四
月
二
日
か
ら
江
戸
の
回
向
院
に
お
い
て
 

(
 
1
5
 

)
 

法
蔵
寺
が
開
帳
を
行
っ
た
記
録
が
残
る
。
⑩
は
刊
記
か
ら
、
 

お
そ
ら
く
天
保
四
年
の
開
帳
に
あ
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
も

の
だ
ろ
う
。
⑩
は
祐
天
が
中
興
し
た
専
称
院
か
ら
出
さ
れ

た
略
縁
起
で
あ
り
、
専
称
院
所
蔵
の
累
済
度
の
大
数
珠
や

真
筆
の
名
号
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
る
。
刊
年
は

不
明
。
⑩
は
祐
天

e
高
弟
・
祐
海
が
開
い
た
祐
天
寺
か
ら

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
祐
天
寺
は
寛
延
元
年
四
月
、
明

 

伽
 

に
は
見
ら
れ
な
い
記
事
が
あ
る
。
ま
た
文
言
を
比
較
す
る
と
、
⑩

で
は
 
「近
習
の
弟
子
」
（
二
丁
裏
）
「
織
田
丹
後
守
殿
家
臣
寺
田
市

右
衛
門
」
（十
丁
表
）
な
ど
と
さ
れ
る
人
名
が
、

『御
化
益
日
記
』
 

で
は
 
「我
等
」
（
三
十
ニ
丁
裏
）
や
「
私
」
（
六十
三
裏
）
の
よ
う
に

記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

「御
化
益
日

記
」
 の
ほ
う
が

ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
に
よ
り
近
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
 

両
者
の
前
後
関
係
に

つ
い
て
は
今
後
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
。
 

W
同
は
寺
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
略
縁
起
の
類
で
あ
る
。
⑩
は
天
  

和
三
年
四
月
、
安
永
九
年
四
月
、
享
和
二
年
三
月
、
文
化
十
三
年
 

(
 
1
6
 

)
 

四
月
と
比
較
的
頻
繁
に
開
帳
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
刊
年
は
不

明
だ
が
、
こ
の
書
も
こ
う
し
た
開
帳
の
際
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
累
説
話
が
伝
承
さ
れ
た
経
路
と
し
て
、
芸
能
作
品
に
限

ら
ず
、
開
帳
や
略
縁
起
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
、
 

興
味
深
い
こ
と
だ
と
思
菊

最
後
に
挙
げ
た
同
⑩
は
累
説
話
の
み

を
筆
録
し
た
写
本
で
あ
る
。
内
容
は
概
ね

『
解
脱物
語
」
 に
よ
る

が
、
助
が
解
脱
を
遂
げ
る
部
分
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
 

後
述
す
る
が
、
且
に
は
累
説
話
を
別
本
と
し
て
扱
う
も
の
が
あ
る
。
 



〈表
2
>
 

A
 累
説
話
を
載
せ
る
も
の
ー
 

ー

／
I

 

鷺
欝
い

味
携
睡
ゆ
に

 

ー
ロ
 
累
説
話
の
み
を
別
本
と
し
て

扱
う
も
の

 

 

B
 累
説
話
を
載
せ
な
い
も
の
 

 

ー

ノ
 

ー
 ー
 

ー
ホ

 

別
本
と
す
る
断
り
書
き
を
も

つ
も
の
 
⑧

 

世
に
広
く
知
ら
れ
る
た
め
に

省
略
す
る
と
い
う
も
の
 
②

 

断
り
な
く
省
略
す
る
も
の

⑤
⑥
 

⑩
は

こ
う
し

て
流
布
し

た
も
の
の
一

部
か
も
知
れ
な
い
。
 

今
、

こ
れ
ら

の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
 
一
代
記
の
体
裁
を
と

る
も

 

の
に
限
り
、
成
立
年
代
順
に

整
理
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
 

五
→

I
→

W
→

（
皿
）
 

※
（

m
）
に
つ
い
て
は
、
今
回
新
た
な
諸
本

を
披
見
す

る
こ

 

と
が
出
来
な
か
っ

た
。
 

一
 
一

 

こ
こ
で
累
説

話
と
祐
天

の
一
代
記
と

の
相
互
関
係
を
再
考
し

て

み
た

い
 。

 

近
年
巌

谷
勝
正
氏
は
、

祐
天
寺
に

所
蔵
さ
れ
る
『
武
州
荏
原
郡

目
黒
壁
明

顕
山
善
久
院

祐
天
寺
開

山
前
大
僧
正
明
蓮
社
顕
誉
上
人

愚
心
祐
天
大

和
尚
伝
略

記
」
（
享
保
五
年
成
立
、
以
下
『
略
記
」
）
、
 

『祐
天
大

僧
正
実
録
下

書
」
（
享
保
六
年
成
立
、
以
下
「
実
録
下
書
」
）
、
 

『祐
天
大
僧
正
実
録

清
書
』
（
享
保
六
年
成
立
、
以
下
「
実
録
清
書
」
）
、
 

『鎌
倉
光

明
衣
寺
檀
通
上
人

御
腹
内
書
附

』
（
享
保
八
年
成
立
、
以

下
「
檀
通
書
附
」
）
な
ど
の
伝
記
史
料
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
諸
本
 

(
 
1
8
 

〕
 

の
対
校
を
行
わ
れ

た
。
こ
れ
ら
は

I
~
V
の
い
ず
れ
よ
り
も
成
立

 

年
代
が
早
く
、
祐
天

の
没
後
間
も
な
く
編
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
う

 

ち
累
に

つ
い
て
触
れ
る
の
は
「
檀
通
書
附

』
 の
み
で
、
そ
こ
に
は
‘
 

「
飯
沼
随
遂
之
頃
亡
魂
説
得
」
と
見
え
て
い

る
。
累
の
一
件
は
、
 

祐
天
が

師
匠

の
檀
通
に

つ
い
て
飯
沼
弘
経
寺
で
修
行
し

て
い
た
時

期
に
起
こ
っ

て
い
る
の
で
、

こ
こ
に
あ
る
「
亡

魂
」
は
、

累
と
助

の
霊
を
指
し

て
い
る
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
「
檀

通
書
付
』
 に
は
祐
天

の
出
生
や
遷
化
に
関
し

て
記
述
が
な
く
、
 
一

代
記

の
形
態
は
と
っ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
制
作

さ
れ
た
『
略

記
』
 や
『
実
録

下
書
』
『
実
録
清
書
」
 に
は
、
累
に

つ
い
て
の
言
及
が

な
い
。

そ
こ
か
ら

す
る
と
、
 
一
代
記

の
な
か
に

累
説
話
が
組
み
込
ま
れ
た
も

の
で
も
っ
と
も
早
い
も

の
は
、
宝
暦

十
三
年
以
後
に

成
立
し

た
且
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

と
こ
ろ
が
且
の
諸
本

の
な
か
に
は
、

累
説
話
を
載

せ
る
も
の
と

載
せ
な
い
も
の
が

あ
る
。
大
別
す
る
と
次
の

よ
う
な
グ

ル
ー
プ
に

分
け
る
こ
と
が
出
来
る
〈
表
2
%
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イ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
 一
代
記
の
な
か
に
累
説
話
を
組
み
込
む
。
 

こ
の
場
合
、
累
説
話
は
⑦
の
み
 
「
深
谷
源
左
衛
門
亡
妻
得
脱
の

事
」
と
「
儒
者
窪
田
伊
織
と
問
答

の
事
」
 の
段
落
の
間
に
位
置
す

る
以
外
、
い
ず
れ
も

「
雲
天
寺
に
て
説
法
の
事
」
と

「深
谷
源
左

衛
門
亡
妻
得
脱
の
事
」
の
間
に
入
る
。
ロ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
累
説

話
の
み
を
別
本
と
し
て
扱
う
。
今
回
調
査
し
た
諸
本
に
は
、
こ
こ

に
含
ま
れ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
郡
司
氏
は
こ
こ
に
、
千
葉
県
立
 

(
 1
9
 
〕
 

中
央
図
書
館
本
、
国
立
国
会
図
書
館
本
を
挙
げ
ら
れ
る
。
 

ハ
以
降
は
累
説
話
を
載
せ
な
い
。
こ
れ
は
「
雲
天
寺
に
て
説
法

の
事
」
と

「
深
谷源
左
衛
門
亡
妻
得
脱
の
事
」
 の
間
に
、
⑧
の
よ

う
に

「
此所
に
衣
川
村
か
さ
ね
が
得
脱
の
一
段
を
入
べ
き
筈
な
れ

共
別
伝
有
之
故
依
之
除
之
也
」
と
す
る
断
り
書
き
を
持

つ
。
す
な

わ
ち
、
別
伝
が
あ
る
た
め
省
略
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ニ
は
 

「此
所
へ
衣
川
の
か
さ
ね
が
霊
魂
と
く
だ
つ
の
件
を
か
き
入
申
べ

き
処
な
れ
ど
も
あ
ま
ね
く
世
の
人
々
し
る
故
に
愛
に
り
や
く
す
る

も
の
な
り
」
と
、
世
に
広
く
知
ら
れ
る
た
め
に
省
略
す
る
と
い
う

断
り
書
き
を
も
っ
。
②
は

「
雲
天寺
に
て
説
法
の
事
」
の
段
の
あ

と
に
こ
の
文
m
lロ
がく
る
。
最
後
の
ホ
は
何
の
断
り
も
な
く
累
説
話

が
省
略
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
⑤
⑥
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。
 

累
説
話
を
一
代
記
に
組

み
込
む
も
の
は
、
「
雲
天
寺
に
て
説
法

の
事
」
と

「
深
谷
源左
衛
門
亡
妻
得
脱
の
事
」
の
間
に

「
累物
語
  

の
事
」
が
入
る
こ
と
、
省
略
す
る
も
の
も
同
じ
章
段
の
間
に
断
り
 

m
 

書
き
が
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
且
は
本
来
「
雲
天
寺
に
て
説
法

の
事
」
、
「
深
谷
源
左
衛
門
亡
妻
得
脱
の
事
」
の
間
に
累
説
話
を
収

録
す
る
か
た
ち
で
書
承
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
 

イ
の
諸
本
は
伝
本
と
し
て
初
期
の
形
態
を
と
ど
め
て
い
る
グ
ル
ー
 

プ
だ
と
m
l口え
る
。
 

と
こ
ろ
が
現
存
す
る
諸
本
に
は
、
累
説
話
を
組
み
込
ま
な
い
一

代
記
の
ほ
う
が
多
い
。
郡
司
氏
調
査
分
を
含
め
、
現
段
階
ま
で
に

確
認
出
来
た
三
本

の
う
ち
、
累
説
話
を
一
代
記
に
魂
ユ
込
む
も

の
が
六
本
、
別
本
と
す
る
も
の
が
二
本
で
計
八
本
あ
る
。
残
る
十
 

(
 
2
1
 

)
 

三
本
が
累
説
話
を
省
略
す
る
。
し
か
も
累
説
話
を
含
む
も
の
は
、
 

半
数
が
明
治
以
降
に
出
版
さ
れ
た
活
字
本
な
の
で
、
現
在
写
本
の

形
態
で
残
る
も
の
と
し
て
は
四
本
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
う
ち
の
③
な
ど
は
、
明
治
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
伝
存
す
る
諸
本
に
は
、
初
期
の
累
説
話
を
含
む
伝

本
よ
り
も
、
む
し
ろ
後
に
省
略
さ
れ
た
伝
本
の
ほ
う
が
数
多
く
残

っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
出
来
る
の
は
、
祐
天
の

一
代
記
は
む

し
ろ
累
説
話
を
含
ま
な
い
も
の
の
ほ
う
が

一
般
的
に
流
布
し
て
い

た
形
態
な
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
 

『
解
脱物
語
』
は
必
ず
し
も
祐
天
一
代
記
の
一
前
と
し
て
展
開
し

た
わ
け
で
は
な
い
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 



加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
あ
ま
り
ふ
ま
え
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
累
説
話
が
五
の
一
部
と
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い

こ
と
も
、
改
め
て
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
累
の
一

件
 は
、
す
で
に

且
以
前
に
成
立
し
た

『古
今
犬
者

聞
集
』
（
以
下
 

(
 
2
2
 

〕
 

「
犬
者聞
集
」
）に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
『
解

脱
物
語
』
が
祐
天
伝
の
一
部
と
し

て
成
立

・
展
開
し
た
と
さ
れ
て

き
た
説
は
、
い
ま
一
度
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
各
々

の
成
立
に
関
し
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
 

三
 

そ
れ
で
は
且
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
編
ま
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
 

祐
天
が
行
っ
た
布
教
活
動
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
 

現
存
す
る
資
料

か
ら
は
、
祐
天
が
在
世
中
か
ら
し
ば
し
ば

談

義
・
説
法
を
行
な
っ
て
い
た
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
例
え
ば

『
犬

著
聞
集
』
に
は
、
累
説
話
以
外
に

「
臨
終
正
念
の
事
」
「
母
が
念

仏
功
力
ニ
よ
つ
て
子
供
浮
ぶ
事
」
「
悪
霊
一
夜
別
時
念
仏
ニ
退
く

事
」
「
弘
法
大
師
十
念
名
号
之
事
」
「
酉
天
和
尚
十
念
之
事
」
と

い

っ
た
祐
天
の
霊
験
利
益
諏
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
時

の
祐
天
の
教
化
活
動
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。
 
 

『犬
著
聞
集
』
巻
一
一
一
 

「
弘
法
大
師
十
念
名
号
之
事
」
 

其
後
高
野
山
明
遍
僧
都
、
法
然
上
人
帰
依
し
玉
ひ
て
、
 

師
弟
の
ち
き
り
浅
か
ら
さ
り
し
か
は
、
此
名
号
は
祖
師

の
御

筆
な
れ
は
と
て
、
僧
都
に
ゆ
つ
り
玉
ひ
し
。
此
側
割
刻
司
ー
 

州
館
彬
剖
Ei尤
割
口
Hい
司u
側
刈
和
尚
談
謝
ぜ
引
同
州
u引
、
名
主

聴
聞
し
て
帰
り
（
略
）
 

「
酉
天和
尚
十
念
之
事
」
 

此
く
わ
た
い
に
は
、
引
副
割
口
相
判
図
司
週
夜
談
朝
州
司

剖
耐

Nm刻
受
で
司目
〈

九
幽
測
訓
州

N引
州
u。
翌
日
早
天
に
、
 

三
里
へ
た
て
し
法
花
村
の
も
の
三
人
来
て
日
、
我
村
に
あ
る

も
の
、
死
に
や
ら
て
苦
痛
身
を
せ
め
悩
乱
せ
し
を

（
略
）
、
 

只
今
千
日
寺
に
て
酉
天
和
尚
の
十
念
聞
ゆ
そ
や
と
て
、
手
を

合
、
念
仏
数
百
辺
（
遍
）
唱
て
、
終
に
息
た
へ
侍
り
し
。
 

（引
用
は

『京
都
大
学
蔵
大
惣
本
稀
書
集
成
」
第
七
巻
、
三
〇
〇

頁
、
三
〇
二
頁
に
ょ
る
。
傍
線
筆
者
）
 

右
は
、
師
に
従
い
飯
沼
弘
経
寺
に
随
身
し
て
い
た
時
の
出
来
事

を
記
す
。
こ
の
時
期
、
祐
天
は
館
林
常
光
寺
や
千
日
寺
な
ど
近
隣

の
寺
院
で
頻
繁
に
説
法
を
行
い
、
多
い
と
き
に
は

一
夜
に
九
座
も

の
説
法
を
こ
な
す
ほ
ど
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
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師

・
檀
通
が
没
し
た
後
、
祐
天
は
諸
国
を
遍
歴
し
修
行
を
重
ね

た
が
、
貞
享
三
年

（
一六
八
六
）
に
は
江
戸
牛
島
に
庵
を
結
ん
で

隠
棲
し
て
い
る
。

I
①は
、

（
』I
e間
の
祐
天
の
活
動
を

「
書
寓
「
 

悌
競
二
日
数
百
幅
」
と
伝
え
る
。
祐
天
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
名
号

は
様
々
な
奇
跡
を
起
こ
す
と
評
判
に
な
り
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
霊

験
諏
が
次
々
と
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
記
録
さ
れ
た
の
が
大
谷

大
学
図
書
館
所
蔵
『
祐
天
大
僧
正
御
化
益
日
記
」
（以
下
『
御
化
益

日
記
」
）
で
あ
り
、
そ
の

一
部
を
編
集

・
刊
行
し
た
も
の
が
⑩
だ

烏
“

こ
の
『
御
化
益
日
記
」
の
特
徴
は
、
⑩
に
収
録
さ
れ
な
い

よ
う
な
教
化
の
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
霊
異

が
示
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
。
 

例
え
ば
五
十
二
丁
裏
に
は
、
遠
国
勤
め
を
命
ず
る
主
君
か
ら
離

れ
、
浪
人
を
志
す
町
医
者
に
対
し
、
祐
天
が
以
下
の
よ
う
に
説
く

話
が
見
え
る
。
 

『御
化
益
日
記
』
 五
十
二
丁
表

 

極
楽
往
生
の
為
に
は
主
人
程
難
有
事
は
な
し
、
居
食
住

思
、
無
心
に
た
か

へ
す
念
仏
し
て
、
急
度
主
人

へ
勤
な
は
、
 

同
州
刻
剖
引
引
ぞ
引
悪
念
“
i
5
消

N
l］
」
『N
d制
念
個
刻
刺
ば

 

往
生
疑
刻

H「
（
略
）
 

（句
点
・
傍
線
筆
者
）
 

引
き
続
き
祐
天
が
言
葉
を
尽
く
し
て
道
理
を
説
い
た
と
こ
ろ
、
医

師
は
よ
う
や
く
得
心
し

帰
っ
て
い
っ
た
と
い
う
内
容
だ
が
、

『御
  

化
益
日
記
」
に
は
右
の
よ
う
に
、
主
君
へ
の
勤
め
を
極
楽
往
生
の

手
段
と
し
て
説
く
箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
 

六
十
丁
表
か
ら
六
十
丁
裏
に
か
け
て
は
、
日
頃
か
ら
主
人
に
不

満
を
感
じ
て
い
た
武
士
に
対
し
て
教
化
を
行
っ
た
と
記
録
す
る
。
 

こ
の
時
、
祐
天
は
師
匠
の
檀
通
が
見
聞
し
た
こ
と
と
し
て
、
お
お

む
ね
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
い
る
。
 

『御
化
益
日
記
』
六
十
丁
表
ー
六
十
丁
裏

 

八
百
石
取
り
の
家
老
、
牧
野
十
郎
右
衛
門
は
主
人
の
死
に
よ

っ
て
家
老
職
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
家
中
が
笑
い
者

に
す
る
の
も

一
向
に
気
に
し
な
い
様
子
の
十
郎
右
衛
門
だ
っ

た
が
、
あ
る
時
懇
意
に
し
て
い
た
友
人
に
対
し
、
も
し
今
、
 

自
分
が
周
囲
に
恥
じ
て
浪
人
す
れ
ば
、
主
人
で
あ
っ
た
伊
豆

守
の
罰
が
あ
た
り
、
狂
乱
し
路
頭
に
迷
う
で
あ
ろ
う
、
そ
の

こ
と
を
思
え
ば
い
か
な
る
奉
公
で
も
勤
め
、
亡
き
主
君
へ
の

恩
に
報
い
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
心
境
を
語
る
。
 

そ
の
後
間
も
な
く
、
十
郎
右
衛
門
は
再
び
家
老
職
を
命
じ
ら
れ

 

る
が
、
こ
れ
は

「
誠
をも
つ
て
奉
公
」
を
尽
く
し
た
結
果
だ
と
し
、
 

最
終
的
に
は

「
現
世も
未
来
も
誠
が
大
切
也
」
と
、
庵
室
に
き
た

 

武
士
を
二
世
の
決
定

へ
と
導
い
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の

 

よ
う
に
主
君
へ
仕
え
る
こ
と
の
意
義
を
述
べ
る
な
か
で
、
師
匠

・

 

檀
通
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
祐
天
自
身
が
語
る
部
分
で
あ
る
。
 

m
 



め
、
 

な
し
、
打

 

よ
と
思
ひ
｛
 

弥
し
か
と
支

 

其
小
僧
ば
連
行
や
と
御
尋
あ
り
し
に
、
師
匠
の
「
 

ぱ
幽
同
固
剥剖
「剖

H］調
劇
倒
間
司
u兄
聞
創

H「
H］側
」
 

オ
 

四
 

『御
化
益
日
記
』
六
十
三
丁
裏
か
ら
六
十
九
丁
表
に
か
け
て
は
、
 

「
元
禄
四
年
未
二
月
二
日
」
 に

「私
」
と
い
う
人
物
が
、
庵
室
で

受
け
た
教
化
を
記
録
す
る
。
 

庵
室
へ
訪
れ
た
「
私
」
は
、
臨
終
に
備
え
常
に
決
定
を
心
が
け

る
の
だ
が
、
周
囲
の
議
言
を
恐
れ
、
な
か
な
か
安
心
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
と
相
談
す
る
。
そ
れ
に
対
し
祐
天
は
、
悪
念
が
あ
っ
て

こ
そ
凡
夫
な
の
で
あ
り
、
た
と
え
議
言
す
る
者
が
あ
っ
て
も
忠
義

を
思
え
ば
恨
み
は
な
い
、
と
説
き
聞
か
せ
る
。
さ
ら
に
祐
天
は
、
 

出
家
以
来
随
身
し
た
檀
通
の
も
と
で
の
経
験
を
、
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
 

『御
化
益
日
記
』
六
十
五
丁
表
ー
六
十
八
丁
裏
 

m我
等
山
羽
コ
引
割
町
側
列
捌
劃
州
測
剰
で
酬
囲

d
訓

N測
Hく

出
家
な
ら
す
は
小
者
に
し
て
御
つ
か
ひ
候
へ
と
く
れ
ら
れ
た

 

イ
 

り
、
夫
幽
家
到
副
刊

H『
引列
師
囲

d剣
「
飼

N引
寸目
～
引
刊
側

 

ら
れ
ノ
ー
、
 

②
三
十
一
年
か
間
に
ら
ま
れ
た
る
う
ち
の
悲
し
さ
、
苦
労
の
ほ

 

ウ
 

と
云
語
に
延
難
く
、
則
岡
「
臼矧
」同
「「剖
引］
倒
割
「畑
「原

d刻
柑
院

 

り
」
割一
 い刊
相
だ
川
マ

 

⑧
師
匠
は
増
上
寺
に
数
ケ
年
の
功
を

つ
み
、
立
林
善
導
寺
へ
入
  

院
相
究
り
、
近
日
発
足
な
れ
共
、
我
等
は
供
に
連
行
共
捨
置

 

と
も
、
兎
角
の
云
付
も
無

（
略
）
 

ェ
考
個
衆
り
側
ロ
ぱ
司
H
聞
創
引

（
略）
ガ
刻
様
側
創
口
副
1
 

度
し
て
御
発
足
の
日
は
朝
早
く
出
（
略
）
 

④
随
身
の
衆
は
い
ち
ノ
、
、
に役
割
あ
れ
共
、
我
に
は
何
の
役
も

無
い
か

、
と
思
ふ
内
に
、
長
四
朗

H剃
《州
割

H］羽
ど
相
倒
目
 

u「
U司
ー
 倒
み
細
州
刻
側
劇
側
司
u
酬
家
衆
剣
給
州

（
略
）
 

⑤
其
後
飯
沼
ぐ
き
や
う
寺
に
い
て
ん
の
後
、
師
囲
以

d列
煩
酬

側
劇
側

（
略
）
 

ぞ
り
同
則N帽
宮
ど
観
剖
ど
両
）
叫「
ぺ
ー
、
此
度
師
匠
伝
通
院

へ
入

院
の
儀
御
延
引
被
遊
、
何
方
の
の
う
け
衆
成
と
も
被
遣
被
下

候
へ
と
度
々
願
を
立
、

d
割
山ば
刑

u
捌
川
“刻
州
（
引
（
略）
 

に
御
座

 

＋
一
年
之
間
白
眼
付
た
れ
は
こ
そ
夫
程
の
坊
主
に
は
成
た
り
 

u側
側
州
川
。
、三
十
一
年
か
問
憎
く
ま
る
、
御
心
の
内
、

い
 

鰯
 

叫
利
刻
周ョ
」
 

下
、
い
か
な
る
思
召

 



か
斗
の
御
仁
心
に
ま
し
ノ
、
て

の
こ
と
や
と
思
へ
は
、
胸
ふ

さ
か
り
泊
こ
ぼ
る
、
連
、
御
落
氾
被
遊
候
 （句

点
・
傍
線
筆
者
）
 

m
か
ら
⑥
に
か
け
て
は
祐
天
の
出
家
、
館
林
善
導
寺

・
小
石
川

伝
通
院
の
歴
住
、
檀
通
の
遷
化
ま
で
が
記
さ
れ
る
。
十
一
才
で
出

家
し
て
か
ら
檀
通
が
遷
化
す
る
ま
で
、
師
と
の
関
係
は
決
し
て
円

満
だ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
 「
にく
み
付
ら
れ
」
 て
い
た
と

祐
天
は
回
顧
し
て
い
る
。
じ
つ
は
こ
う
し
た
師
と
の
関
係
は
、
祐

天
の
一
代
記
に
お
け
る
重
要
な
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
 

一
代
記
の
う
ち
、
〈
師
匠
か
らの
勘
当
〉
と
い
う
設
定
を
設
け

る

の
は
丘

m
wで
あ
る
。
な
か
で
も
且
で
は
、
全
体
の
納
加
分
の
11
1
 

を
占
め
る
割
合
で
師
匠
か
ら
の
勘
当
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
設

定
が
作
品
を
貫
く
主
題
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 

興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
師
と
の
関
係
を
祐
天
が
自
ら
語
っ
て

い
る
点
で
あ
り
、
そ
れ
を
記
録
し
た
『
御
化
益
日
記
』
 の
文
言

・

文
脈
が

n
と
か
な
り
一
致
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
 

ま
ず
①
で
は
、
祐
天
の
出
家
と
檀
通
と
の
出
会

い
が
語
ら
れ
る
。
 

傍
線
部
ア
に
は

「
我等
は
十
一
才
の
時
伯
父
が
連
来
て
」
と
あ
り
、
 

祐
天
が
十
一
才
の
時
、
伯
父
の
許
か
ら
出
家
し
た
と
す
る
。
且
で

は
伯
父
で
あ
る
池
徳
院
休
波
に
預
け
ら
れ
た
と
し
、
出
家
の
時
期

を
十
一
才
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の

I
W
な
ど
の
伝
記
類
と
は
  

異
な
り
、
且
と
そ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
皿
の
み
一
致
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
傍
線
部
イ
の
よ
う
に
、
檀
通
の
も
と
へ
預
け
ら
れ

た
も
の
の
、
何
故
か
師
匠
の
心
に
適
わ
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
は
 

I
に
な
く
、
五
以
降
、
そ
う
し
た
師
弟
関
係
が

〈勘
当
〉
と
い
う

言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
勘
当
は
五
に
お
い
て
も
、
檀
通

が
遷
化
す
る
ま
で
赦
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

⑧
は
檀
通
が
館
林
善
導
寺
へ
移
る
際
、
陰
な
が
ら
随
身
し
よ
う

と
し
た
祐
天
を
周
囲
が
強
く
諌
め
た
と
す
る
部
分
だ
が
、
こ
の
部

分
は
五
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
 

『祐
天
上
人
」
「
檀
通
和
尚
舘
林
善
導
寺
へ
御
入
院
の
事

 

井
祐
天
が
勘
当
御
免
訴
訟

の
事
」
 

⑧
台
命
に
依
て
檀
通
和
尚
は
、
上
州
館
林
善
導
寺
へ
御
直
り
有

ノ
る
べ
き
に
極
ま
り
け
れ
ば

（
略）
 

ェ僧
還
刻
語
訓
割
川
樹
通

g
訓
N国
倒
制
剖
刊
団
剖
ば
ョ
咽
「
 

祐
天
御
勘
当
此
節
御
免
下
さ
れ
な
ば
、
何
れ
も
有
難
く
存
じ

 

せ
ら
る
、
ば
パ
略
）
「祐
天
は
当
山
へ
残
し

置
き
申
べ
く
に

 

側

（
略）
又
発
足
の
殉
見
苦
し
き
体
に
て
供
な
ど
致
し
附
添

 

ひ
候
事
、
兼
て
致
さ
ざ
る
様
御
申
渡
し
下
さ
る
べ
し
」
と
少

 

才
 

し
も
労
り
な
く
仰
せ
ら
れ

け
れ
ば
、

（
略
）祐
天
心
に

思
ふ

様
司国
刊
御
剃
引
側
周
「
同m。側
刑
引
司耐

前
師

d
側
刃
開
側
幻
）
口
司
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何
と
て
当
山
に
残
る
べ
き
、
仮

Aフ
裾
を
結
び
肩
に
掛
け
、
乞

食
組
一

d側
日
「
U"
i
5
M

側
側
到
剖

劃
固
引
刈
い
「矧
い
H］
司国
「
u
 

も
弱
る
気
色
な
し
、
 

（引
用
は
『
近
世
実
録
全
書
」
八
、
一
八
ー
一
九
頁
によ
る
。
傍

線
筆
者
）
 

右
と
『
御
化
益
日
記
」
 の
記
事
と
を
比
較
す
る
と
、
細
か
な
文

言
は
異
な
る
が
、
傍
線
部
ェ
・
周
囲
が
祐
天
の
随
身
に

つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
檀
通
は
残
し
置
く
と
宣
言
し
た
こ
と
、
傍
線
部
ォ
・

周
囲
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
祐
天
が
随
身
の
決
意
を
固
め
た
こ

と
が
お
お
む
ね
『
御
化
益
日
記
』
⑧
傍
線
部
ェ

・
オ
と
一
致
し
て

い
る
。
ま
た
『
御
化
益
日
記
』
④
傍
線
部
カ
に
は

「
長
四
郎
」
と

い
う
人
物
と
飯
台
の
給
仕
を
勤
め
た
と
あ
る
が
、
且
に
お
い
て
も

善
導
寺
ま
で
の
道
中
、
「
方
丈
様
の
お
草
履
取
長
四
郎
」
と
い
う

人
物
と
行
動
を
共
に
し
た
と
す
る
。
同
じ
く
且
に
は
、
善
導
寺
へ

移
転
し
た
後
、
「祐
天
に
は
誰
有
て
役
儀
を
申
付
く
る
者
も
な
け

れ
ば
、
下
人
の
給
仕
飯
台
場
に
て
洗
ひ
磨
き
杯
を
勤
め
け
る
」
と
 

(
 2
6
 
〕
 

あ
り
、
こ
こ
で
も
文

m
l
ロ
、人
名
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
 

⑤
は
祐
天
が
檀
通
の
延
命
を
八
幡
と
観
音
に
断
食
祈
願
す
る
場

 

面
で
、
こ
れ
も

n
に
は
、
祐
天
が
三
七
日
の
断
食
祈
願
を
行
っ
た
 

(
 
2
7
 )
 

と
あ
る
。
 

最
後
の
⑥
は
、
こ
れ
ま
で
の
冷
遇
を
師
匠
に
問
い
正
す
場
面
で
  

あ
る
。
且
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
細
な
理
由
を
挙
げ

 

て
い
る
。
 

『祐
天
上
人
』
「
檀
通
方
丈
遷
化
の
事

 

井
祐
天
増
上
寺
へ
帰
山
の
事
」
 

ギ
 

⑥
捌

i
5
〈
此
馴
剥
測
当
酬
州
u固
引
割
司目
川

d
一
封
川
。
、
ー
ツ

に
は
我
傍
ら
に
幼
年
よ
り
置
く
時
は
、
総
領
弟
子
の
事
故
、
 

諸
方
よ
り
厚
待
さ
れ
、

（
略）
身
の
安
楽
に
随
ひ
、

学
問
怠

る
べ
し
、
ニ
ツ
に
は
今
世
間
の
所
化
共
を
見
る
に
、
兎
角
衣

服
を
飾
り
候
よ
り
、
学
問
は
次
の
事
と
な
り
、
遂
に
出
家
の

道
を
取
失
ふ
者
多
し
、
依
て
汝
に
は
是
迄
不
自
由
に
暮
さ
せ

し
な
り
、
三
ツ
に
は
総
領
弟
子
た
る
を
以
て
、
権
威
を
震
ひ

諸
人
を
目
下
に
見
下
し
、
自
か
ら
人

の
誹
誘
を
請
け
身
の
仇

ギ
と
成
る
事
あ
り
（
略
）
 

（引
用
は

「近
世
実
録
全
書
」
八
、
九
二
頁
に
よ
る
。
傍
線
筆
者
）
 

傍
線
部
ギ
以
下
で
は
勘
当
を
赦
さ
な
か
っ
た
理
由
を
三
つ
挙
げ

具
体
的
に
記
し
て
い
る

o
し
か
し
、
ギ
で
今
ま
で
の
試
練
を
檀
通

の
配
慮
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
と
説
明
す
る
大
筋
は
、
 

「御
化
益
日
記
』
 の
内
容
と
大
差
な
い
。

つ
ま
り
、
且
の
主
題
と

も
言
え
る
師
か
ら
の
勘
当
と

い
う
モ
チ
ー
フ
は
『
御
化
益
日
記
」
 

に
も
見
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
両
者
の
間
に
な
ん
ら
か
 

思

N国
魁
引
当
相
（
同リ割
司剥

d回
豊
山
F
j
「
H］犬
切
倒
刈

（
略
）
 

も
当
分
の
事
、
末
の
出
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の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と
想
像
出
来
る
だ
ろ
う
。
 

先
に
も
触
れ
た
が
、
こ
の
話
は
臨
終
の
障
り
に
つ
い
て
質
問
に

き
た
信
者
に
対
し
て
、
忠
義
の
意
義
を
説
く
場
で
語
ら
れ
て
い
た

例
話
だ
っ
た
。
こ
の
話
を
引
用
す
る
直
前
、
祐
天
は
次
の
よ
う
な

教
化
を
展
開
し
て
い
る
。
 

『御
化
益
日
記
』
六
十
四
丁
・
裏

 

恩
を
知
ら
ぬ
は
畜
生
な
れ
は
こ
そ
不
忠
不
儀
之
者
よ
、
不
忠

 

な
れ
は
御
本
願
に
背

く
、

御
本
願
に
背
け
は
決
｛
 

は
 

な
ら
ぬ
そ
、
と
に
も
角
に
も
主
人
の
為
に
命
を
失
ふ
こ
そ
本

意
成
そ
、
自
分
の

い
こ
ん
に
て
死
な
は
往
生
は
不
成
也
、
悦

も
嘆
き
も
皆
主
人
の
御
影
よ
と
御
恩
を
悦
御
念
仏
申

へ
し
、
 

臨
終
は
御
本
願
に
任
置
、
現
世
は
身
命
を
主
君
へ
任
す
へ
し
、
 

只
善
悪
共
に
堪
忍
、
堪
忍
は
主
君
へ
命
を
差
上
た
さ
の
堪
忍

よ
（
略
）
南
無
阿
弥
陀
仏
と
堪
忍
か
第

一
也
 

（句
読
点
、
傍
線
筆
者
）
 

右
で
は
、
忠
に
背
け
ば
本
願
に
背
き
、
本
願
に
背
け
ば
往
生
は

不
可
能
で
あ
る
と
説
く
。
同
時
に
、
臨
終
は
本
願
に
任
せ
、
現
世

の
渡
世
は
主
君
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
も
述
べ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

も
、
忠
義
を
尽
く
す
こ
と
が
極
楽
往
生
へ
の
手
段
と
な
る
、
と
い

う
論
が
展
開
さ
れ

る
。
さ
ら
に
諸
々
の
善
悪
に
対
し

て
は
 
「
堪

忍
」
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
「
堪
忍
」
と
「
念
  

仏
」
が
二
世
を
救
済
す
る
、
と
い
う
論
へ
と
帰
結
さ
せ
る
。
す
な

わ
ち
祐
天
と
檀
通
と
の
関
係
は
、
師
や
主
君
へ
忠
義
を
尽
く
す
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
、
二
世
の
願
を
成
就
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
「
堪
忍
」
を
説
く
た
め
に
引
か
れ
た
例
話
の
な
か
で
語
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
 

す
で
に
近
時
、
『松
平
開
運
録
」
な
る
一
書
の
な
か
で
仏
教
治

国
策
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
一
書
が
観
智
国
師
か
ら
随
波
、
檀
通
、
 

祐
天
へ
と
連
な
る
法
脈
の
な
か
で
伝
承
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
は
大
桑
斉
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
華

仏
教
治
国
策
と

い
う
も
の
が
念
仏
に
よ
っ
て
人
々
の
往
生
を
定
め
、
そ
れ
を
治
国

へ
と
連
ね
る
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
主
君
へ
の
忠
義
を
尽
く
す

こ
と
で
往
生
を
定
め
よ
う
と
し
た
祐
天
の
教
化
も
ま
た
、
仏
教
治

国
策
の
一
端
を
担
う
言
説
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
加
え
て

『御
化
益
日
記
」
②
傍
線
部
ウ
で
は
、
祐
天
と
檀
通

と
の
関
係
を
証
言
す
る
者
と
し

て
、
「
浅茅
か
原
の
蓮
花
院
」
を

挙
げ

る
。
祐
天
の
側
近
た
ち
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
『
略
記
」
 

『実
録
下
書
』
『
実
録
清
書
』
 に
は
、
祐
天
が
貞
享
三
年
春
に
増

上
寺
を
引
退
し
た
後
、
「
浅茅
蓮
華
院
」
 に
一
時
身
を
寄
せ
て

い

た
と
あ
価

こ
の
「
浅
茅
蓮
華
院
」
は
祐
天
や
檀
通
に
と
っ
て
縁

が
深
く
、
同
じ
く
随
波
の
法
系
に
あ
っ
た
宗
廓
が
開
い
た
寺
院
で

あ
っ
樋

『御
化
益
日
記
』
の
記
す
「
浅
茅
か
原
の
蓮
花
院
」
が
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「
浅
茅
蓮
華
院

」
だ
っ

た
と
す
れ
ば
、

祐
天
と
檀
通
の
話
も

ま
た
、
 

随
波
、
檀
通
、

祐
天
か
ら

繋
が

る
法
系
の
な
か
で

伝
え
ら
れ

た
可

能
性
も

あ
る
。
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
一
歳

で
の
出
家
・
檀
通
と
の
関
係

・
随
身

中

の
苦
難

と
い
っ

た

一
代
記

の
原
型
と
も

m
lロう
べ
き
話
題
は
、
 

「
元
禄
四
年
未
二
月
二
日
」
 の
教
化
の
場
ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来

た
。
し
か
し
こ
の
時
点
は
す
で
に

『解
脱
物
語
』
が
刊
行
さ
れ

た

後
な

の
で
、
や
は
り
累
説
話
が

一
代
記
の
一
酌
と
し

て
成
立
し

た

の
は
今

の
と
こ
ろ
あ
り
得
な
い

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
は

い
え
、
 

累
も
一
代
記
も
祐
天

の
教
化
を
母
体
と
し

て
発
生
し
た
も
の
で

あ

っ
た
こ
と
は
も
は

や
疑
う
べ
く
も
な

い
。
唱
導

・
勧
化
の
話
題
か

ら
文
芸
化
へ
の
経
路
を

辿
っ
た
累
説
話
同
様
、
祐
天
一

代
記
も
ま

た
近
世
怪
異
小
説
に

お
け
る
ひ
と

つ
の
典
型
的
な
流
れ

に
沿
っ

て

展
開
し

た
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
 

以
上
、
新
た
に

調
べ
た
祐
天
一
代
記
の
諸
本

を
も
と
に
、
累
説

話
と

の
関
係
、
 
一
代
記

の
成
立
背

景
な
ど

に
つ
い
て
若
千

の
私
見

を
述

べ
て
き
た
。
確
認
し

た
か
ぎ
り
で
は
、

初
出
で

あ
る
『
犬
著

聞
集
」
 や
『
解
脱
物
語
』
 の
成
立
よ
り
遡

る
も
の
が
な
か
っ

た
こ

と
か
ら
、

累
説
話
は
祐
天

一
代
記
の

一
駒
と
し

て
成
立
し
た
の
で

は
な
く
、
む
し

ろ
説
話
が
あ
る
程
度
流
布
し

た
後
、

一
代
記
が

編
  

ま
れ
た
と
考
え

る
ほ
う
が
自
然
で
は
な

い
か
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
 

そ
し
て
さ
ら
に
、
教
化
の
記
録
で

あ
る
『
御
化
益
日
記
」
と
且
に

共
通
す
る
文
号
1
ロ
が
見
ら
れ

た
こ
と
か
ら

は
、
累
説
話
同
様
、
 
一
代

記
も
ま
た
、
布
教

の
た
め
に
語
ら
れ

た
話
題
か
ら
発
展
し
た
可
能

性
が
高
い
と

推
測
出
来
た
。

こ
れ
ら

の
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た

う
え
で
考

え
た
い
の
は
、
そ
の
後

且
が
ど

の
よ
う
に
広
め
ら

れ
た

か
、
と

い
う
点
で

あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
新
た
に
、

浄
土
系
唱

導
僧
と
講
釈
師

と
の
繋
が
り
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
に

思
う
が
、

そ
れ
は
今
後

の
課
題
と
な

る
。
 

註
 

(
1
）

特
に
芸
能
作
品
に
お
け
る
〈
累
も
の
〉
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
 

【
 」
 、
 高

野
匡
子
「
鶴
屋
南
北
の
累
狂
言
研
究
」
（
「駒
沢
短
大
囲
文
」
 

第

一
三
号
、
昭
和
五
八
年
）
 

高
橋
則
子
氏
「
南
北
累
物
狂
言
作
劇
考
」
（
『文
学

」
第
 

5
5
 

号
、
 

昭
和
六
十
二
年
四
月
）
な
ど
が
あ
る
。
 

(
2
）

祐
天
が
江
戸
市
中
の
庶
民
の
な
か
で
積
極
的
な
布
教
活
動
を
行

っ
て
い
た
こ
と
は
、
 

高
田
衛
氏
『
江
戸
の
悪
霊
載
い
師
」
（
筑摩
書
房
、
平
成
三
年
）
 

に
詳
し
い
。
 

(
3
）

服
部
幸
雄
氏

「
累
憂
陀羅
」
（
「変
化
論
」
 二
二
三
頁
、
昭
和
五

 

十
年
、
平
凡
社
選
書
）
 

(
4
)
 (
3
）
 】
三
六
ー
一
三
七
頁
。
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(
5
）

堤
邦
彦
氏

「
作
者未
詳

「死
霊
解
脱
物
語
聞
書
」
」
（『
囲
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
三
七
巻
九
号
、
平
成
四
年
八
月
）
 

(
6
）

郡
司
由
紀
子
氏

「
祐
天
の
一
代
記
を
中
心
と
す
る
累
説
話
の
研

究
」
（
『
国
文」
五
二
号
、
昭
和
五
五
年
）
 

(
7
）

郡
司
由
紀
子
氏
「
祐
天
の
一
代
記
に
関
す
る
研
究
」
（
『
国文
」
 

五
五
号
、
昭
和
五
六
年
）
 

(
8
）

近
年
で
は
巌
谷
勝
正
氏
に
よ
っ
て
、
祐
天
が
没
し
た
直
後
に
編

纂
さ
れ
た
伝
記
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が

（
「増
上
寺

第
三
十
六
世
顕
誉
祐
天
の
経
歴
ー
そ
の
二
・
三
の
問
題
ー
」
、「
大

正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
」
第
二
十
号
、
平
成
八
年
）
、文
芸
化

さ
れ
た
 「
普
及
本」
 の
諸
本
整
理
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
 

(
9
)
 (7
）
三
」ハ
頁
ー三
七
頁
 

(
 1
0
 
)
 (
7
）
三
六
頁
 

(
 1
1
 
）
 
「国
史
大
辞
典
」
（吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
年
）
、「
実
録物
」
 

の
項
 

(
 1
2
 
)
 (
6
）
三
一
頁
 

(
 1
3
 
)
 (
6
）
三
十
ー
三
一
頁

 

横
山
邦
治
氏
「
「
幡
随意
上
人
諸
国
行
化
停
」
と
 「祐
天
上
人

 

一
代
記
」
と
」
（
「
国
文
学
孜
」四
五
号
、
昭
和
四
三
年
）
 

(
 1
4
 
）
 す
で
に
井
上
敏
幸
氏
「
『死
霊
解
脱
物
語
聞
書
」
致
」
（
『」
韻
本

研
究
」
第
十
輯
上
套
、
平
成
八
年
）
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
氏
は
九
大
本

『祐
天
大
僧
正
利
益
記
」
 の
成
立
が
、
 

大
谷
本

『祐
天
大
僧
正
御
化
益
日
記
」
よ
り
も
二
十
年
近
く
遡
る

と
さ
れ
る
が
、
両
者
の
前
後
関
係
や
説
話
の
流
れ
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

(
 
1
5
 
）
 国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
開
帳
免
許
帳
」
宝
暦
元
年
の
条
お
よ
び
  

『増
訂
武
江
年
表
」
 二
、
八
六
頁
（
昭
和
四
三
年
、
平
凡
社
）
 

(
 1
6
 
）
 
『増
訂
武
江
年
表
」
一
、
 一
五
三
頁
、
一
七
八
頁
、
二
〇
四
頁
 

『
 

ク
 

」
 二
、
一
」
一頁
、
五
三
頁
 

(
 1
7
 
）
 累
説
話
の
伝
播
と
開
帳
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
数珠

繰
り
」
の
習
俗
と
江
戸
戯
作
ー
 
南
北

・
京
伝
の
趣
向
を
め
ぐ
つ

て
 

」
（
「
説話
・
伝
承
学
」
八
号
、
平
成
一
二
年
四
月
）
を
参

照
の
こ
と
。
 

(
 
1
8
 
)
 
(
8）
に
同
じ
。
 

(
 
1
9
 
)
 
(
6
）
二
九
頁
 

『祐
天
記
」
（
千
葉
県
立中
央
図
書
館
・
郷
土
資
料
室
、
c
一

八
ー
Y
九
六
ー
一
．
 一
ー
三
）
、
『祐
天
大
僧
正
御
伝
記
」
（
国
立

国
会
図
書
館
、

一
八
八
．
六
Y
九
九
六
）
の
二
本
。
 

(
 
2
0
 
)
 

(
 
1
9
 

）
の
二
本
と
3
4
7
、
『祐
天
上
人
」
（
『近
世
実
録
全
書
」
 

八
、
昭
和
三
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
、
※
『
祐
天
上
人
一
代

記
」
（
国
立
国
会
図
書
館
・特
一
ニ
ー
六
三
三
、
明
治

一
九
年
、
 

金
星
堂
）
、※
『
祐
天
上
人
御
実
博
記
」
（
国立
国
会
図
書
館
・
特

一
一
ー
九
九
八
、明
治
二
六
年
、
龍
雲
堂
）
を
合
わ
せ
た
計
八
本
。
 

尚
、

以
下
の
（
 

2
1
 

）
を
含
め
、
※
に
つ
い
て
は
新
た
に
累
説
話

の
有
無
と
位
置
の
み
確
認
し
た
。
 

(
 
2
1
 
)
 O
O
O
Oと
（
6
）
二
二
頁
に
挙
げ
る
以
下
の
諸
本
を
含
め
た

十
」
禾
。
 

ハ
『
祐
天
大
僧
正
御
伝
記
」
（成
田
図
書
館
・
五
ー
七
三
二
〇
ー
 

六
）
、『祐
天
大
僧
正
伝
記
』
（
内
閣
文庫
・
一
九
「
T
七
）、
※
 

『祐
天
大
僧
正
停
記
」
（慶
応
大
学
図
書
館
・
一
三
ニ
ー
一
九

四
ー
二
）
 

ニ
『
祐
天
大
僧
正
御
伝
記
」
（成
田
図
書
館
・
ち
ー
七
三
二
〇
ー
 



五
）
、「祐
天
大
僧
正
御
伝
記
」
（
成
田
図
書
館
・
五
ー
七
九
ー
 

八
九
）
、
『祐
天
大
僧
正
御
伝
記
」
（千
葉
県
立
中
央
図
書
館
・

宮
木
文
庫
）
、
※
『
祐
天
大
僧
正
御
博
記
」
（
国学
院
大
学
図
書

館
・
皿
一
六
四
六
）
 

ホ
『
祐
天
大
僧
正
御
伝
記
」
（成
田
図
書
館
・
ち
ー
七
三
二
〇
ー
 

】
一
）
、
※
「
祐
天
大
僧
正
御
博
記
」
（東
大
史
料
編
纂
所

・
四
一

一
五
ー
六
）
 

(
 2
2
 
）
 累
説
話
の
初
出
が
「
犬
著
聞
集
」
 で
あ
る
こ
と
は
、
松
田
修
氏

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

（
「
犬著
聞
集
管
見
」
、
『西
鶴
研

究
」
復
刊
第
四
号
、
昭
和
二
十
六
年
）
、井
上
敏
幸
氏
は
前
掲
論

文

（
 1
4
 
）
に
お
い
て
、
こ
の
事
実
が
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
踏

ま
え
ら
れ
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
 

(
 2
3
 
)
 
I
①

「祐
天
大
僧
正
博
」
二
丁
表
 

(
 2
4
 
）
 拙
稿

「大
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
祐
天
大
僧
正
御
化
益
日

記
」
 に
つ
い
て
」
（
「文
婆
論
叢
」
第
四
九
号
、
平
成
九
年
九
月
）
。
 

尚
⑩
九
大
本
『
利
益
記
」
は
、
⑩
刊
本
「
利
益
記
」
 で
削
除
さ
れ
  

た
記
事
の
み
を
収
録
し
て
い
る
。
 

(
 2
5
 
）
 
「祐
天
上
人
」
（
「近
世
実
録
全
書
」
 八
）
に
よ
っ
て
数
え
た
説

話
総
数
三
五
の
う
ち
、
二
八
話
ま
で
が
勘
当
中
の
祐
天
の
姿
を
描

く
。
 

(
 
2
6
 
）
 
「祐
天
上
人
」
 二
一
ー
二
二
頁
。
 

(
 
2
7
 
）
 
「新
著
聞
集
」
往
生
編
第

一
三
「
壇通
和
尚
遺
骨
舎
利
」
（
「日

本
随
筆
大
成
」
 二
期
五
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
六
年
）
に
も
、
師

の
臨
終
に
際
し
て
祐
天
が
祈
藤
堂
に
龍
も
り
祈
願
し
た
と
い
う
話

が
見
え
て
い
る
。
 

(
 
2
8
 
）
 大
桑
斉
氏
「
『松
平
崇
宗
開
運
録
」
覚
書
」
（
「近
世
に
お
け
る

仏
教
治
国
論
の
史
料
的
研
究
」

平
成
 

1
0
 

・
 
1
1
 

年
度
科
学
研
究
費
補

助
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
一
二
年
）
 

(
 
2
9
 
)
 
(
8
）
に同
じ
。
一
六
八
頁
 

(
 
3
0
 
)
 
(
8
）
に同
じ
。
一
六
七
ー

一
六
八
頁
 

（
大
谷
大
学
大学
院
博
士
後
期
課
程
）
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